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あとがき 
本冊子は、宮崎県内で発生した過去の土砂災害につい

て、宮崎県立図書館、関係市町村などから情報･資料収集を
行い、また、地元住民への聞込み調査や写真収集を行っ
て、追跡調査を実施した結果を基に編集・作成したもので
す。 

この冊子をご覧になって気づかれた点や、他にも災害関
係の資料や写真をご存知でしたら、宮崎県土木部砂防課ま
でご連絡を下さい。寄せられた情報や資料を基に、さらに詳
しい災害関係の調査整理をするとともに、より分かりやすい
冊子を作り、今後の防災行政に役立てたいと考えています。

宮崎県における災害文化の伝承 


